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　本稿では、中東地域随一の歴史文書館ともいえるトルコ共和国総理府オスマン文書館所蔵の文
書群の概略を紹介する。イスタンブルに所在する総理府オスマン文書館には、15世紀から 20世
紀までバルカン半島・アナトリア・アラブ諸地域を支配下においたオスマン朝の行政文書の多数
が保管されている。所蔵史料のカタログ化は 20世紀初頭以来続けられてきたがいまだ終了して
はいない。このため、そのコレクションの全容は依然として明らかになってはいないが、質量と
もに世界でもっとも豊かな歴史文書館のひとつであることは疑いない。館外でのカタログの利用
に便宜がはかられていないこと、史料そのものの公刊がごく僅かな部分についてしかなされてい
ないこと、さらに複写サービスの制限といった問題があり、イスタンブルにあるこの文書館に直
接おもむかなければで研究が始まらないという悩みは、オスマン朝史、あるいはバルカン諸国や
トルコ、アラブ諸地域の近世史・近代史を扱う研究者共通のものとなっている。ただし、逆にそ
のお陰で、総理府オスマン文書館は、研究対象を共有する研究者の共通の出発点・結集点となっ
ているともいえる。本稿では、この文書館の所蔵コレクションがどのようにして生まれ、整理さ
れてきたかの概略を簡単に紹介する。それにより、そこにふくまれる史料群の特徴、利用の可能
性への理解が深まれば幸いである。
1　総理府オスマン文書館の歴史
　オスマン朝政府の行政・外交・徴税にかかわる公文書は、1453年に首都がイスタンブルに定
まり、つづいて新宮殿（のちのトプカプ宮殿）がそこに造営されて以来、基本的にはこの宮殿内に保
管されてきた。それ以前の時期に属する文書のうち現存するものはごくわずかである。トプカ
プ宮殿は、スルタンの居城であると同時にオスマン朝の政治の場でもあり、なかでも御前会議
トルコ共和国総理府オスマン文書館所蔵文書
Documents held in the Ottoman Archives of the Turkish Prime Minister's Office
林佳世子 H AYA S H I  K a y o k o
（東京外国語大学大学院地域文化研究科・助教授）
トルコ共和国総理府オスマン文書館所蔵文書（林佳世子）
129
（dî-vân-ı hümâyun）と呼ばれる大宰相主催の国政会議はその政治の中核をなした。この国政会議を補
佐した御前会議局は、オスマン朝史を通じて政府の重要決定を記録・伝達する部署として重要な
役割を果たした。御前会議が行われる広間（Kubbe Altı）に隣接する国庫室（Hazîne-i Âmire）には、国
庫の財貨とならんで、スルタンの名で発給された勅令の発給記録台帳や無効となった公文書類も
収められていたという。帝国全土の徴税・支配にとって最も重要な資料であった検地台帳（Tahrîr 
Defterleri）も、同じく宮殿内の台帳庫（Defterhâne）に収められ、大宰相ら高官のみが両者の開閉を指
示することができたとされる。各種の台帳類は御前会議の議題やその後の書記官僚による処理の
必要に応じ国庫室や台帳庫から取り出され、使用後はふたたび慎重にそこにもどされた。これら
の史料群は、いずれも現在の総理府オスマン文書館に伝わる最重要の史料群となっている。トプ
カプ宮殿内には、このほか、外国政府などと交換された書簡、国有地・国有財源などからの収入
に関する財務帳簿類、オスマン家の直轄領やワクフ寄進財の運営にかかわる帳簿類など、多様な
文書・台帳類も同様に作成・保管されていった。今日に伝わるものはそのごく一部とはいえ、各
種の記録を大切に保管する伝統が存在していたことは明らかである。文書類の一部はスルタンの
代替わりの際に整理され、旧スルタンの身の回りのものとともに宮殿の奥深くで保管されたと推
定される。
　ところで今日、総理府オスマン文書館やトプカプ宮殿に伝わる文書や台帳の大半は、16世紀
中葉、すなわちスレイマン 1世の治世後半期以後の時代に属す。これは、オスマン朝の官僚機構
がそれ以後の時代に急速に発展したことと密接に関連している。官僚機構の発展にともない彼ら
が扱う文書の数は急速に増え、また発給した文書の情報を台帳で管理し、随時、参照・引用する
システムが整備され、それにともない、はじめて組織的な記録の保管が可能になったためである。
　オスマン朝では、スレイマン 1世以後の時代の官僚機構の整備と並行して、政治の実質的担当
者がスルタンから大宰相にかわるという変化も序々に進行した。17世紀中葉になると、パシャ・
カプスとよばれる大宰相の屋敷が、財務長官やウラマーの長であるシェイヒュルイスラームの屋
敷とならんで、担当領域での政務の中心となり、トプカプ宮殿およびそこでの御前会議は次第に
象徴的な場にかわっていった。その結果、トプカプ宮殿の外の高官たちの屋敷にも相応の公的な
文書が蓄積していったものと思われる。
　18世紀の中ごろ、大宰相の屋敷の場所がほぼ固定しバーブ・アーサーフ（Bâb-ı Âsâf、19世紀以後に
はバーブ・アーリー Bâb-ı Âlî）とよばれるようになる頃には、そこはもはや私邸ではなく、大宰相府と
訳すにふさわしい公の場所へと変化をとげていた。現在のイスタンブル県知事府にあたる場所に
位置した大宰相府は、大宰相の配下で内務・外務を扱う部局・部署の集合体となり、かつてはト
プカプ宮殿内で実務にあたっていた御前会議局も大宰相府内に移転した。ともに大宰相の配下に
あった二つの重要職、すなわち御前会議局の長である書記局長（Reisü'l-kuttâb）がのちの外務大臣に、
大宰相の執事（Kethüdâ-ı Sadr-ı Âlî）がのちの内務大臣に成長していったように、大宰相府は、それ自
身がオスマン朝政府ともいえる官庁に成長していく。こうした変化の結果、オスマン朝政府の文
書のなかにしめる大宰相府発給文書のウエイトが増し、その保存は重要な責務となっていったに
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違いない。広大なオスマン朝の領域の支配は緻密な文書管理システムによりささえられていたか
らである。スルタンへの上奏や他部局での決済のため、行政文書はトプカプ宮殿と大宰相府、あ
るいは財務長官府の間を行き来していた。
　こうした状況が進む一方、過去の記録はトプカプ宮殿内で保存されていた。オスマン朝の官僚
たちにとって、過去の文書や台帳類の参照は容易ではなかったにちがいない。またトプカプ宮殿
そのものの政治的重要性の喪失とともに、保管されていた文書の状況の悪化も問題になっていく。
かつてトプカプ宮殿内にまとめられていた文書・台帳の一部は、宮殿内だけでなくその外のいく
つかの倉庫にも分散して保管されていたようである。
　こうした状況を改善するため、アブデュハミト 1世時代の 1785年、大宰相府の一角に新たに
建物が建てられ、トプカプ宮殿やその周辺の倉庫から大宰相府の任務遂行に必要な旧来の文書や
台帳が移されることになった。同じくこの頃独立の役所として整備されつつあった財務長官府や
シェイヒュルイスラームの宗務府などにも文書庫が整備されたらしい。これらの一部は、19世
紀中葉に設立されるオスマン朝の省庁機構に移管され、共和国成立後、現在の総理府オスマン文
書館に移される道をたどる。
　19世紀にはいると、大宰相府の役割はますます重要になり、その場はオスマン朝政府そのも
のを意味するようになった。開明的な官僚たちを中心にすすめられた近代化施策（タンズィマート改
革）の一環として、ヨーロッパの例にならい、大宰相府の公文書の保管システムの刷新も計画さ
れた。すなわち 1846年に発議され、翌年に建設がはじまり、さらにその翌年の 1848年に完成し
た公文書館（Hazine-i Evrâk）の計画である。初代の公文書館長官になった大宰相府書記官僚のムフ
スィン・エフェンディは、ここにオスマン朝の建国以来の古文書を保存することを命じ、とくに
条約、スルタンの宸筆（hatt-ı hümâyun）、現行の法令を収めた台帳、勅令（fermân）その他の保存を重
視した。一方タンズィマート以後は、文書行政においても大きな変化がみられ、印刷書式の導入
などにより文書の形式や伝達方法、さらに保存のシステムも工夫されるようになる。タンジマー
ト以後こうした新しい方法で、大宰相府で日々作成された膨大な数の書類やその写しなども、こ
の公文書館に保管されていった。大宰相府内の公文書局は、旧来の文書のうちの重要なものを収
めると同時に、現在進行形の文書保管庫として設立されたものといえる。今日の総理府オスマン
文書館は、この公文書館をそのままひきついだものである。公文書館は、おおきな戦火にあうこ
ともなく、第一次世界大戦後のオスマン朝の崩壊までその機能を果たし続けた。
　公文書館は、オスマン朝イスタンブル政府の崩壊ののち、新生トルコ共和国のアンカラ政府の
監督下に入り、総理府管轄の公文書館（総理府文書局 Başvekâlet Müsteşarlığı Hazine-i Evrâk Müdür Muavinliği）と
して、イスタンブルの旧大宰相府内（共和国以後はイスタンブル県知事府）という従来の場所で機能し続
けることになった。しかし、首都がアンカラに移ったこと、新生トルコ共和国の初期にはオスマ
ン朝の過去が負の遺産のように考えられていたことなどにより、長らくオスマン文書館は近代的
な国立歴史文書館の名に値するような財政的な十分な手当てが行われないまま、なかば放置され
ていた。後述するようにいくつかの分類の試みは続けられており、研究者に対しても門戸は開か
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れていたが、事実上、1980年代ま
では政府が許可したわずかな数の国
内外の研究者だけが利用できていた
にすぎない。
　しかし、一方でオスマン文書館の
所蔵数は、飛躍的に増加していた。
これは、1830年代以後に設立され
ていた大宰相府以外のオスマン朝の
各省庁の文書が共和国以後じょじょ
にここに移管されたことによる。重
要なものとしては、外務省、財務省、
ワクフ省、内務省関係の文書などが
ある。また、アブデュルハミト 2世
の時代にユルドゥズ宮に保管されて
いた文書群も総理府文書館に統合さ
れ、独自の分類のもとで公開される
ことになった。こうした統合の結果、
タンズィマート以後のオスマン朝政
府関係の公文書類の大半が総理府オ
スマン文書局に集中された。
　何回かの名前の変更を経ていたオ
スマン文書館は 1980年代後半以後
に大きな組織改革を経験することに
なった。1984年に総理府内に国立
文書総局（Devlet Arşivleri Genel Müdürlüğü）
が創設され、旧来のイスタンブルのオスマン文書館（Osmanlı Arşivi）とアンカラに新設された共和
国文書館（Cumhuriyet Arşivi）はいずれもその傘下に加えられた。この変化は時のオザル政権が対外
自由化政策の一環としてオスマン文書館の整備をかかげ、アルメニア問題などにかかわる歴史史
料の公開をトルコ共和国政府が拒んでいるというヨーロッパ諸国からの非難に、文書館の整備・
公開の促進という形で答えたことに由来する。80年代後半以降、オスマン文書館には古文書整
理のための新しい人材が多数高給で雇用され、また 90年代にはいると 19世紀以来の大宰相府の
場所から現在のスルタン・アフメト地区の比較的大きなビルへ移転し、史料の整理・公開が急
速にすすんだ。所蔵文書のうちの大部分を占めるにもかかわらず未整理のため部分的な公開しか
行われていなかった 18世紀、19世紀の文書・台帳の多くが順次公開されたことは、この文書館
改革の最大の賜物である。また、20世紀初頭に作成された一群のオスマン・トルコ語の手書き
財務省移管台帳カタログに含まれる 17世紀のワクフ収支簿台帳より
（MAD.5076）
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のカタログが、インデックス
つきの現代トルコ語のカタロ
グに作り直されたことも、研
究者にとっては大きな助けと
なっている。
　調査許可に関しては、1980
年代末までは最低 3ヶ月はか
かった手続き（かつ外国人につい
ては本国からの出願が条件）が、今
日では、簡単な申請書類での
審査に変更され通例、2,3日
で調査許可が発給されるよう
になった。閲覧室の整備とと
もに、研究状況は改善されて
いる。（ちなみに、総理府オスマン
文書館以外の図書館・文書館での資料
の閲覧のためには従来どおりの調査許
可申請が必要。）少なくとも紙様
の文書については史料の状況
がよければコピーサービスも
可能である。ただし台帳類の
複写については依然としてさ
まざまな制限がある。
2　主要なカタログ
　以上のような歴史をたどって今日にいたった総理府オスマン文書館は、オスマン朝の大宰相府
関連の文書を中核としながらも、大宰相府成立以前に作成され、トプカプ宮殿から大宰相府に移
管された史料類や、大宰相府以外の官庁に蓄積されていた膨大な記録をあわせて収め、全体とし
てオスマン朝政府関連文書の大半を所蔵することになっている。トプカプ宮殿博物館文書部と総
理府オスマン文書館のコレクションの間には、同じ種類の史料が分割保存されている部分もある
が、概ねオスマン家の家政関係の文書や帳簿、また書簡などはトプカプ宮殿博物館文書部に残さ
れている。検地台帳や勅令の発給記録台帳にあたるいわゆるミュヒンメ台帳など、その重要性ゆ
えにトプカプ宮殿のなかで体系的に保管されていたものや、大宰相府での政務に必要と判断され
たものは、とくに選ばれて（あるいは何らかの偶然の事情で）、トプカプ宮殿から大宰相府内の公文書館
に移されたと考えられる。
16世紀の勅令発給台帳より（Mühimme def. no. 55）
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　大宰相府内の公文書館のスタート時点から新規に蓄積していったタンズィマート期以後の文書
は、部署ごとに一定の方式で保管されていた。それゆえ、近年のオスマン文書館での整理・公開
では、出所原則がとられ、オスマン朝時代の官庁内の部局・部署を単位にカタログ化がすすめら
れている。しかし、その整理・公開方針は、文書の整理のはじまった 20世紀初頭から採用され
ていたものではない。
　公文書館時代、所蔵史料を体系的に整理しカタログ化する最初の試みは 1918年に開始されて
いる。アリー・エミリ・エフェンディが中心となり、スルタンの一代ごとに約 18万点の、主に
紙様の文書が分類され、全 53巻のカタログにまとめられた（現在のアリーエミリ・カタログ）。その後、
1921~22年にはイブニュルエミン・マフムード・ケマルが 47000件ほどの文書をテーマごとに分
類し、カタログ化している（イブニュルエミン・カタログ）。さらに 1930年代にはムアッリム・ジェブ
デトのチームが 22万 5千点の文書を、17つのテーマに分類・カタログ化した。これらの分類に
含まれる文書類は今日でも頻繁に利用されているものであるが、当然のことながら問題点も多い。
スルタンの治世の年代やテーマごとに文書が分類された結果、当該の文書が本来どのようなまと
まりに属していたかの情報がほぼ完全に失われてしまったからである。これに対し、1936~7年
にトルコ共和国政府に招聘され、オスマン文書館の近代化を任されたハンガリー人歴史学者フェ
ケテは、出所原則にもとづく近代的な文書整理の方法を紹介し、これがその後のオスマン文書館
の整理方法の原則になることになった（フェケテ・カタログ）。台帳類については、6698点の主に財
務関係の台帳を整理・カタログ化したキャーミル・ケペジの分類が 1950年代までに公開されて
いる。ケペジ分類では、オスマン朝の旧財務省関連の台帳がおおむね部局ごとに分類されている
が、もちろんこれは膨大な財務関係台帳の一部にすぎない。
　総理府オスマン文書館のなかでは、こうした個人名を冠した分類作業につづき、1950年以後は、
「スルタン宸筆カタログ」、「イラーデ・カタログ」のように、ひとつの種類の資料がひとまとめ
にされカタログ化されているケースが多い。以前から公開されていた「検地台帳カタログ」や、
「ミュヒンメ台帳カタログ」も、これらと同種といえよう。スルタンの名のもとに発給された勅
令を記録したいわゆるミュヒンメ台帳からは政府の施策の実情が、土地利用・人口・納税額が算
出でき徴税担当の軍人らを一覧できる検地台帳からは、末端での支配の実際を理解することが可
能で、古典期（16世紀）に関するオスマン朝研究の進展は、これらの史料によるところが大きい。
また、ユルドゥズ宮殿カタログ、財務省移管台帳カタログのように、移管された単位で分類・整
理されているケースもある。財務省移管台帳カタログのなかには、主に徴税や、政府・宮廷の収
入・支出にかかわる 24000点に及ぶ台帳が含まれ、その一点一点が、オスマン朝の財務にかかわ
る重要な情報をもたらす可能性をひめている。
　1950年代以後、緩やかなペースでしかすすんでいなかった整理・カタログ公開であるが、前
述した 1984年のオスマン文書館改革以来、急速に文書のカタログ化・公開が進み、その作業は
現在も続いている。新規に公開された史料の主要な部分は、本来、大宰相府で作成・蓄積されて
いた大宰相府関連文書であり、その整理にあたっては大宰相府内の部局・部署単位の出所原則に
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もとづく整理方法が採用されている。こうした整理の実践のためには、そもそも書類の流れにあ
らわれる大宰相府の機構全体への理解が不可欠であり、逆にいうと、史料研究からオスマン朝政
府の機構図が描かれはじめているといってもよい。まだまだ不明な点のある中央政府の構造が、
未公開だった史料の公開により、次第に解明されつつあるというのが現状といえよう。このこと
が、現在のオスマン朝近代史研究の活発な研究状況をもたらしている。
　近年の整理・公開のなかでは、1997年に公開された収入台帳カタログ（Temettüât Defterleri）のよ
うに、重要な資料群が新発見され、公開された例もある。収入台帳は、1850年前後にオスマン
朝のバルカン領やアナトリアの広範な地域で、住民の資産と納税状況を調査した際の記録台帳で
あるが、カタログ公開以前は、そもそも調査の実施の事実すら十分には知られていなかった。依
然、未整理の大量の史料があるといわれていることを考えると、総理府オスマン文書館で今後も
こうした新史料が発見される可能性は残されている。
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